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⑦　

自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
出
、
自
衛
官
の
募
集
業
務
は
、
中
止
す
る
。
中
・
高
校
生
の
自
衛
隊
勧
誘
の
協
力
は
行
わ
な
い
。
ま
た
、
学

校
へ
の
自
衛
官
募
集
の
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
も
行
わ
な
い
。

⑧　

退
職
し
た
自
衛
官
の
役
職
者
採
用
は
中
止
す
る
。

⑨　

市
立
中
学
校
で
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
な
ど
を
利
用
し
た
自
衛
隊
へ
の
体
験
入
隊
や
職
場
体
験
学
習
は
、
働
き
か
け
て
く

る
自
衛
隊
出
張
所
側
の
目
的
と
し
て
も
、
ま
た
、
内
容
的
に
も
自
衛
官
募
集
業
務
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後
、
行
わ
な

い
よ
う
に
学
校
に
徹
底
す
る
。

９　

原
爆
症
認
定
制
度
の
抜
本
的
改
善
を
求
め
た
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
（「
新
し
い
審
査
の
方
針
」
改
定
、
２
０
１
３
年
12
月
以
降
）
で

は
、
結
審
し
た
地
裁
92
件
中
52
件
で
原
告
側
勝
訴
（
２
０
２
３
年
７
月
現
在
）
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
２
度
に
わ
た
り
認
定
審
査
方

針
の
見
直
し
を
行
わ
せ
ま
し
た
が
、
被
爆
の
実
態
に
も
司
法
の
判
断
に
も
、
み
あ
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

①　
「
原
爆
被
爆
者
援
護
条
例
」
を
制
定
し
援
護
事
業
を
充
実
さ
せ
る
。

②　

被
爆
者
の
健
康
被
害
と
生
活
難
の
対
策
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
。

第
十
四
章　

不
要
不
急
の
大
規
模
事
業
を
中
止
し
、
政
令
市
ト
ッ
プ
の
財
政
力
を

市
民
の
福
祉
・
暮
ら
し
に
使
う
市
政
に

不
要
不
急
の
大
規
模
事
業
の
総
事
業
費

　

２
０
２
２
年
度
決
算
で
は
、
臨
海
部
の
大
規
模
事
業
に
は
、
臨
港
道
路
東
扇
島
水
江
町
線
整
備
59
億
円
、
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
整

備
事
業
９
億
円
、
東
扇
島
堀
込
部
土
地
造
成
事
業
は
10
億
円
増
の
11
億
円
な
ど
不
要
不
急
の
事
業
に
約
80
億
円
が
支
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
臨
海
部
か
ら
撤
退
縮
小
す
る
企
業
に
奨
励
金
を
出
す
臨
海
部
投
資
促
進
事
業
や
Ｊ
Ｆ
Ｅ
高
炉
休
止
に
よ
る
大
規
模
土
地
利

用
推
進
の
取
組
も
始
ま
り
ま
し
た
。
不
要
不
急
の
大
規
模
事
業
と
し
て
は
川
崎
縦
貫
道
路
整
備
事
業
費
の
決
算
も
支
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
23
年
度
予
算
で
は
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
高
炉
休
止
に
よ
る
大
規
模
土
地
利
用
推
進
の
取
組
も
始
ま
り
ま
し
た
。
福
祉
・
く
ら
し
の
支

出
は
削
減
さ
れ
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
物
価
高
騰
対
策
の
市
独
自
支
出
が
、
ほ
と
ん
ど
な
い
中
で
臨
海
部
の
大
規
模
事
業
に
は
大
き
な

支
出
を
振
り
向
け
て
い
ま
す
。
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Ｊ
Ｆ
Ｅ
高
炉
休
止
に
伴
う
土
地
利
用
方
針
案
‐
事
業
費
２
兆
円
、
市
費
負
担
２
０
０
０
億
円

　

こ
の
方
針
案
は
、
約
４
０
０
ｈ
ａ
の
Ｊ
Ｆ
Ｅ
跡
地
利
用
の
た
め
に
、
水
素
供
給
拠
点
と
し
て
港
湾
整
備
、
扇
島
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

整
備
な
ど
２
０
５
０
年
ま
で
に
整
備
を
進
め
る
も
の
で
す
。
先
行
し
て
、
扇
島
の
一
部
を
水
素
の
供
給
拠
点
と
し
、
大
水
深
バ
ー
ス
を

整
備
す
る
な
ど
28
年
度
利
用
開
始
し
、
２
０
５
０
年
度
ま
で
に
官
民
合
わ
せ
た
事
業
費
は
２
兆
６
０
０
億
円
、
市
は
２
０
５
０
億
円
を

負
担
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
市
負
担
額
２
０
０
０
億
円
の
ほ
と
ん
ど
が
道
路
と
港
湾
の
事
業
費
で
、
扇
島
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
、
輸
入

水
素
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
大
水
深
バ
ー
ス
を
整
備
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

道
路
・
港
湾
の
必
要
性
の
根
拠
な
し

　

６
月
議
会
で
は
、
扇
島
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
、
大
水
深
バ
ー
ス
の
必
要
性
の
根
拠
に
つ
い
て
、
東
扇
島
の
例
を
出
し
て
質
疑
し
ま
し

た
。
東
扇
島
の
臨
港
道
路
、
コ
ン
テ
ナ
バ
ー
ス
事
業
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
40
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
を
理
由
に
し
て

い
ま
し
た
が
下
方
修
正
さ
れ
、
こ
の
間
の
取
扱
量
の
実
績
で
も
17
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
、
14
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
と
減
少
し
て
お
り
、
と
て
も
必
要
だ
と
い

う
根
拠
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。「
緊
急
物
資
輸
送
ル
ー
ト
の
多
重
化
」
と
い
う
理
由
に
つ
い
て
も
、
震
災
時
、
こ
の
橋
を
渡
っ
て
石
油

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
集
積
し
、
浸
水
地
域
で
あ
る
水
江
町
を
通
る
と
い
う
こ
と
は
、
か
え
っ
て
危
険
で
あ
り
、
避
難
路
と
す
べ
き
で
は
な

く
、
事
業
の
必
要
性
の
根
拠
に
は
ま
っ
た
く
な
り
ま
せ
ん
。
扇
島
に
つ
い
て
も
、
構
想
に
挙
げ
て
い
る
施
設
や
企
業
が
来
る
か
ど
う

か
、
わ
か
ら
な
い
も
と
で
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

「
税
源
培
養
」
の
根
拠
―
２
０
０
０
億
円
投
資
し
て
も
実
質
の
税
収
増
は
年
11
億
円

　

こ
れ
ら
事
業
は
、
も
と
も
と
Ｊ
Ｆ
Ｅ
が
撤
退
し
た
跡
地
を
市
が
支
援
し
て
跡
地
利
用
の
促
進
を
手
助
け
す
る
も
の
で
す
。
本
来
、
一

企
業
の
跡
地
は
そ
の
企
業
自
身
が
責
任
を
も
っ
て
自
己
資
金
で
行
う
の
が
筋
で
す
。「
な
ぜ
、Ｊ
Ｆ
Ｅ
、
一
企
業
の
跡
地
の
後
始
末
を
す

る
た
め
に
、
２
０
０
０
億
円
も
の
市
民
の
税
金
を
使
う
の
か
」
と
の
質
問
に
対
し
て
、「
税
収
の
確
保
」、「
市
民
生
活
を
支
え
る
た
め
」

と
い
う
答
弁
で
し
た
。
し
か
し
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
が
撤
退
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
こ
で
働
く
４
０
０
０
人
の
労
働
者
の
雇
用
、
中
小
企
業
の
経

営
を
危
機
に
陥
れ
、
市
に
と
っ
て
も
雇
用
、
税
収
の
面
で
も
多
大
な
損
失
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
の
企
業
に
対
し
て
市
は
、
投
資
促

進
の
奨
励
金
を
払
い
、
さ
ら
に
跡
地
へ
の
企
業
誘
致
の
た
め
に
２
０
０
０
億
円
も
の
税
金
を
つ
ぎ
込
も
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　
「
税
収
の
確
保
」
に
つ
い
て
、
市
は
、
年
間
１
４
０
億
円
の
税
収
増
を
見
込
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
う
ち
１
２
９
億
円
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は
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
で
す
。
こ
れ
は
誰
が
土
地
や
建
物
を
所
有
し
て
い
よ
う
と
市
に
入
っ
て
く
る
税
収
な
の
で
、
実
質
の
税

収
増
は
年
11
億
円
で
す
。
こ
れ
で
は
、
２
０
０
０
億
円
を
投
資
し
て
も
回
収
す
る
の
に
、
１
８
０
年
か
か
り
ま
す
。

い
す
ゞ
撤
退
跡
地
（
キ
ン
グ
ス
カ
イ
フ
ロ
ン
ト
）
―
税
源
培
養
、
経
済
波
及
効
果
も
な
し

　

こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
事
例
が
キ
ン
グ
ス
カ
イ
フ
ロ
ン
ト
で
す
。
Ｊ
Ｆ
Ｅ
と
同
じ
よ
う
に
い
す
ゞ
自
動
車
の
撤
退
し
た
跡
地
利
用
と
し

て
、
市
は
キ
ン
グ
ス
カ
イ
フ
ロ
ン
ト
を
整
備
し
ま
し
た
。
市
は
そ
の
経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て
、
個
人
・
法
人
税
収
、
固
定
資
産
税
収

な
ど
10
年
間
で
１
２
０
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
固
定
資
産
税
や
建
設
時
の
効
果
額
を
除
く
と
、
経
常
的
に
市
に
は
い
っ
て
く

る
税
収
増
は
年
間
２
・
２
億
円
で
す
。
一
方
、
川
崎
市
は
こ
れ
ま
で
に
、
土
地
の
購
入
、
羽
田
連
絡
道
路
の
市
負
担
分
、「
神
奈
川
口
構

想
」
の
利
子
負
担
分
な
ど
合
計
１
８
０
億
円
も
の
税
金
を
投
入
し
て
い
ま
す
。
税
収
増
が
年
間
２
・
２
億
円
あ
っ
た
と
し
て
も
、
市
が

投
入
し
た
１
８
０
億
円
の
税
金
を
回
収
す
る
の
に
80
年
以
上
か
か
り
ま
す
。「
雇
用
が
増
え
て
い
る
」
と
い
う
答
弁
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
、
こ
の
５
年
間
で
、
臨
海
部
の
あ
る
川
崎
区
の
法
人
市
民
税
は
９
億
円
減
少
し
、
10
年
間
で
製
造
業
の
事
業
所
数
は
１

／
３
減
少
、
従
業
員
数
も
１
３
２
１
人
減
少
し
て
い
ま
す
。「
研
究
開
発
拠
点
と
し
て
成
果
を
上
げ
て
い
る
」
と
い
う
答
弁
も
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
ら
先
端
産
業
の
成
果
が
、
製
品
実
用
化
に
つ
な
が
っ
た
の
は
、
わ
ず
か
３
件
。
そ
の
う
ち
市
内
の
中
小
企
業
の
仕
事
に
つ

な
が
っ
た
事
例
は
、
わ
ず
か
２
件
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
税
源
培
養
も
、
市
内
企
業
へ
の
経
済
波
及
効
果
も
全
く
表
れ
て
い
な
い
の
が

実
態
で
す
。
Ｊ
Ｆ
Ｅ
の
土
地
利
用
整
備
を
す
る
前
に
、
東
扇
島
の
大
規
模
事
業
の
見
直
し
・
検
証
と
キ
ン
グ
ス
カ
イ
フ
ロ
ン
ト
で
の
経

済
波
及
効
果
の
検
証
を
や
る
べ
き
で
す

22
年
度
決
算
―
財
政
力
は
政
令
市
ト
ッ
プ

　

２
０
２
２
年
度
一
般
会
計
決
算
で
は
、
歳
入
は
前
年
度
比
１
０
０
億
円
増
の
８
５
８
０
億
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
市
民
税
や

固
定
資
産
税
な
ど
の
市
税
の
増
、
本
庁
舎
建
替
事
業
の
進
捗
に
よ
る
市
債
の
増
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
市
税
は
、
１
３
６
億
円
増
の

３
７
８
２
億
円
で
過
去
最
高
と
な
り
、
こ
れ
は
個
人
市
民
税
が
所
得
の
増
加
に
よ
り
51
億
円
の
増
、
固
定
資
産
税
が
家
屋
の
新
増
設
に

よ
り
44
億
円
増
、
法
人
市
民
税
も
企
業
収
益
に
よ
り
28
億
円
増
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
財
政
力
指
数
は
、
政
令
市
で
唯
一
、
１
を
超

え
、
基
準
財
政
収
入
額
が
需
要
額
を
上
回
っ
て
お
り
、
政
令
市
ト
ッ
プ
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
政
令
市
で
唯
一
の
普
通
交
付
税

の
不
交
付
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
財
政
健
全
化
指
標
は
、
す
べ
て
基
準
値
を
下
回
っ
て
お
り
、
極
め
て
優
良
。
一
人
当
た
り
の
市
債

残
高
は
、
政
令
市
の
平
均
よ
り
も
12
万
円
低
く
、
借
金
の
負
担
額
が
少
な
い
の
が
特
徴
で
す
。
川
崎
市
は
、
政
令
市
で
人
口
増
加
率
は
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７
年
連
続
３
位
以
内
、
平
均
年
齢
が
最
も
若
く
、
生
産
年
齢
人
口
割
合
が
最
も
大
き
い
都
市
で
、
人
口
推
計
で
も
今
後
７
年
間
は
増
加

を
続
け
る
た
め
市
税
収
入
の
増
加
は
今
後
７
年
間
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
市
税
収
入
、
財
政
力
指
数
、
財
政
健
全
化

指
標
の
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
川
崎
市
は
政
令
市
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
財
政
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

予
算
で
は
２
３
９
億
円
の
大
幅
赤
字
が
、
決
算
で
は
19
億
円
の
プ
ラ
ス

　

収
支
フ
レ
ー
ム
に
つ
い
て
で
す
。
22
年
度
予
算
で
は
２
３
９
億
円
の
収
支
不
足
が
出
る
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
決
算
で
は
19
億
円
の

プ
ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
。
収
支
不
足
を
な
ん
と
２
５
０
億
円
以
上
も
過
大
に
試
算
し
て
い
ま
し
た
。
わ
が
党
は
、
予
算
、
決
算
議
会
で

何
度
も
収
支
不
足
額
が
過
大
で
あ
る
と
主
張
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
た
ま
た
そ
の
通
り
に
な
り
ま
し
た
。
収
支
フ
レ
ー
ム
の
見
直
し
に

つ
い
て
「
次
期
実
施
計
画
の
策
定
に
合
わ
せ
て
」
と
い
う
答
弁
で
し
た
が
、
そ
う
な
る
と
、
あ
と
２
年
は
こ
の
ま
ま
の
収
支
フ
レ
ー
ム

を
使
い
、
大
幅
な
赤
字
を
ベ
ー
ス
に
し
た
予
算
組
み
と
な
り
、
福
祉
・
く
ら
し
を
削
減
す
る
よ
う
な
予
算
に
な
る
わ
け
で
す
。
実
態
に

合
わ
せ
た
収
支
フ
レ
ー
ム
へ
の
見
直
す
べ
き
で
す
。

減
債
基
金
は
積
立
額
を
減
ら
し
て
物
価
高
騰
、
市
民
、
中
小
企
業
支
援
に

　

減
債
基
金
に
つ
い
て
で
す
。
22
年
度
予
算
で
は
減
債
基
金
か
ら
２
３
９
億
円
借
入
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
決
算
で
は
収
支
不
足
が
出

な
か
っ
た
た
め
に
借
入
は
ゼ
ロ
と
な
り
ま
し
た
。
減
債
基
金
残
高
は
、
一
般
会
計
分
で
み
る
と
積
立
額
４
５
１
億
円
、
取
崩
額
２
１
９

億
円
で
２
５
３
２
億
円
と
な
り
、
一
人
当
た
り
の
残
高
は
政
令
市
平
均
の
１
・
６
倍
に
も
な
り
ま
す
。
政
令
市
の
減
債
基
金
残
高
は
、

取
崩
額
の
平
均
４
年
分
で
す
が
、
本
市
の
場
合
は
８
年
分
に
も
な
り
ま
す
。
減
債
基
金
か
ら
の
借
入
が
５
２
７
億
円
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
を
差
し
引
い
た
実
質
残
高
は
２
０
０
５
億
円
で
す
が
、
取
崩
額
４
年
分
を
差
し
引
い
て
も
８
０
０
億
円
以
上
も
多
く
、
他
都
市
と
比

べ
て
、
極
め
て
多
い
残
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
６
年
間
、
毎
年
２
０
０
億
円
近
い
積
み
増
し
を
し
て
２
０
２
８
年
度
に
は
３
３
７

２
億
円
、
今
よ
り
さ
ら
に
８
０
０
億
円
以
上
も
残
高
が
増
え
る
の
で
す
。
そ
れ
以
降
の
返
済
額
か
ら
み
て
も
あ
ま
り
に
も
多
額
の
残
高

で
す
。
物
価
高
騰
な
ど
で
市
民
生
活
・
中
小
企
業
の
経
営
が
大
変
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
の
こ
れ
に
対
す
る
独
自
支
出
は
、
わ
ず
か

で
す
。
物
価
高
騰
の
中
で
財
政
支
援
が
必
要
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
減
債
基
金
の
積
立
額
を
減
ら
し
て
市
民
生
活
・
中
小
企
業
支
援
に
回

す
べ
き
で
す
。
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社
会
保
障
費
は
政
令
市
平
均
よ
り
低
く
、
臨
海
部
の
不
要
不
急
事
業
に
は
80
億
円

　

社
会
保
障
費
で
あ
る
扶
助
費
は
、
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
給
付
金
の
減
に
よ
り
、
前
年
度
比
４
億
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
人

当
た
り
の
扶
助
費
の
額
は
引
き
続
き
政
令
市
平
均
を
下
回
っ
て
お
り
、
福
祉
予
算
で
あ
る
民
生
費
も
１
人
当
た
り
に
す
る
と
政
令
市
平

均
よ
り
も
約
２
万
円
低
い
状
況
で
す
。
一
方
、
臨
海
部
の
大
規
模
事
業
に
は
、
臨
港
道
路
東
扇
島
水
江
町
線
整
備
59
億
円
、
コ
ン
テ
ナ

タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
９
億
円
、
東
扇
島
堀
込
部
土
地
造
成
事
業
は
10
億
円
増
の
11
億
円
な
ど
不
要
不
急
の
事
業
に
約
80
億
円
が
支
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

不
要
不
急
の
大
規
模
事
業
は
削
り
、
政
令
市
ト
ッ
プ
の
財
政
力
を
市
民
の
福
祉
・
暮
ら
し
の
た
め
に

　

川
崎
市
の
財
政
は
財
政
力
は
政
令
市
で
ト
ッ
プ
を
続
け
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
十
分
な
財
源
を
確
保
し
て
お
り
、
今
後
、
約
８
０
０
億
円

は
使
用
可
能
な
財
源
（
減
債
基
金
）
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
豊
か
な
財
政
は
、
臨
海
部
の
不
要
不
急
の
大
規
模
事
業
に
22

年
度
決
算
だ
け
で
も
80
億
円
以
上
使
わ
れ
て
お
り
、
市
民
の
福
祉
予
算
は
、
政
令
市
平
均
よ
り
低
い
状
況
で
す
。

　

予
算
議
会
に
お
い
て
予
算
組
替
え
提
案
で
示
し
た
よ
う
に
、
不
要
不
急
の
大
規
模
事
業
を
中
止
・
凍
結
し
、
減
債
基
金
積
立
額
の
一

部
を
使
っ
た
約
２
０
０
億
円
の
財
源
で
、
以
下
の
よ
う
な
支
援
が
可
能
で
す
。
小
児
医
療
費
を
高
校
生
ま
で
完
全
無
料
化
（
７
・
２
億

円
）、
幼
稚
園
の
入
園
料
１
人
10
万
円
（
４
・
７
億
円
）、
少
人
数
学
級
を
中
３
ま
で
実
現
（
７
・
９
億
円
）
中
小
企
業
の
固
定
費
補
助

と
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
（
４
億
円
）、
特
養
ホ
ー
ム
５
か
所
増
設
（
４
・
６
億
円
）
介
護
保
険
料
の
減
額
（
19
・
６
億
円
）、
小
中
学
校
の

給
食
費
の
無
償
化
（
58
・
２
億
円
）、
補
聴
器
購
入
助
成
（
２
億
円
）、
単
身
者
家
賃
補
助
（
月
１
万
円
２
０
０
０
人
分
、
２
・
４
億
円
）

な
ど
が
実
現
で
き
ま
す
。
不
要
不
急
の
大
規
模
事
業
は
中
止
・
凍
結
を
し
、
減
債
基
金
の
積
立
額
を
減
ら
し
て
、
物
価
高
騰
対
策
や
中

小
へ
の
市
独
自
支
援
、
市
民
の
福
祉
・
暮
ら
し
予
算
を
拡
充
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

１　

臨
海
部
を
中
心
と
す
る
不
要
不
急
の
大
規
模
開
発
を
中
止
・
見
直
し
て
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
川
崎
市
の
「
豊
か
な
財
政
」
を
市

民
の
願
い
実
現
と
市
民
生
活
・
福
祉
の
向
上
・
充
実
に
生
か
す
市
政
運
営
に
改
め
る
。
ま
ず
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
物
価
高
騰
対
策
、

そ
し
て
少
子
化
、
災
害
対
策
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
。

２　

収
支
フ
レ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
実
態
に
合
っ
た
も
の
に
見
直
す
こ
と
。
減
債
基
金
に
つ
い
て
は
、
積
立
額
を
減
ら
し
て
、
物
価
高
騰

対
策
や
市
民
生
活
・
中
小
企
業
支
援
に
回
す
こ
と
。

３　

川
崎
港
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
港
湾
施
設
の
整
備
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
他
港
コ
ン
テ
ナ
港
湾
の
施
設
規
模
・
能
力
な
ど
も
よ
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く
調
査
研
究
し
、
本
市
の
既
存
施
設
の
取
扱
能
力
な
ど
を
厳
格
に
検
証
し
、
こ
れ
以
上
の
施
設
拡
張
を
行
な
わ
な
い
。

４　

川
崎
港
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
の
う
ち
空
コ
ン
テ
ナ
が
増
大
す
る
経
済
的
要
因
と
、
今
後
の
見
通
し
を
調
査
・

検
討
す
る
と
と
も
に
、
台
風
等
に
よ
る
暴
風
・
高
潮
、
大
地
震
と
津
波
な
ど
災
害
時
の
被
害
・
影
響
な
ど
を
想
定
し
、
必
要
な
安
全
対

策
を
講
じ
る
。

５　

港
の
ニ
ー
ズ
、
荷
物
が
あ
れ
ば
コ
ン
テ
ナ
船
は
来
る
の
で
あ
り
、
際
限
の
な
い
税
金
投
入
を
続
け
る
悪
循
環
と
な
っ
て
い
る
川
崎
港

利
用
促
進
コ
ン
テ
ナ
貨
物
補
助
制
度
は
見
直
し
を
す
る
。

６　

２
０
１
０
年
、
川
崎
市
、
横
浜
市
、
東
京
都
の
３
自
治
体
が
共
同
で
「
京
浜
港
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
計
画
」
を
発
表
し
、
国
か

ら
「
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
総
事
業
費
見
込
額
は
約
５
５
０
０
億
円
で
、
川
崎
港
だ
け
で

約
１
０
０
０
億
円
か
か
る
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
政
策
の
中
止
・
見
直
し
を
国
に
求
め
る
と
と
も
に
、
川
崎

市
・
川
崎
港
は
京
浜
３
港
の
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
計
画
か
ら
独
自
に
撤
退
す
る
こ
と
。

７　

千
鳥
町
、
東
扇
島
な
ど
川
崎
港
で
の
輸
出
自
動
車
（
新
車
、
中
古
車
）
の
保
管
状
況
、
及
び
、
他
港
へ
の
横
持
ち
台
数
、
川
崎
港
か

ら
の
直
接
輸
出
台
数
な
ど
の
実
態
を
把
握
し
、
輸
出
自
動
車
保
管
を
川
崎
港
で
行
な
う
必
要
性
に
つ
い
て
根
本
的
に
再
検
討
す
る
。

８　

東
扇
島
堀
込
部
埋
立
土
地
造
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
同
堀
込
部
の
公
有
水
面
は
市
民
の
財
産
で
あ
り
、
埋
立
土
地
造
成
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
正
当
な
目
的
・
理
由
が
立
証
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
た
だ
ち
に
事
業
を
中
止
す
る
。
Ｊ
Ｒ
東
海
と
川
崎
市
の
覚
書
を
撤
回

し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
対
し
て
東
扇
島
堀
込
部
へ
の
リ
ニ
ア
建
設
残
土
の
受
け
入
れ
を
断
る
こ
と
。

９　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
整
備
計
画
は
、
市
内
外
で
環
境
破
壊
を
も
た
ら
し
、
運
行
後
災
害
時
の
危
険
性
が
極
め
て
高
く
、
ル
ー
ト
上
の

多
く
の
地
権
者
の
権
利
を
侵
害
す
る
な
ど
問
題
が
多
す
ぎ
る
不
要
不
急
の
大
規
模
事
業
で
あ
り
、
公
的
資
金
を
投
入
し
て
推
進
す
る

国
、
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
東
海
に
中
止
を
要
請
す
る
。

10　

臨
港
道
路
東
扇
島
水
江
町
線
の
整
備
工
事
を
た
だ
ち
に
凍
結
し
、
今
か
ら
事
業
の
善
後
策
を
検
討
す
る
。

11　
「
国
家
戦
略
特
区
」
キ
ン
グ
ス
カ
イ
フ
ロ
ン
ト
の
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
構
想
の
研
究
開
発
拠
点
の
整
備
・
運
営
に
対
す
る
公
的
支

援
・
税
金
投
入
は
中
止
す
る
。
経
済
波
及
効
果
、
税
収
効
果
な
ど
の
検
証
を
行
う
。

12　

ナ
ノ
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
「
立
ち
上
げ
期
間
の
支
援
」
で
の
事
実
上
の
研
究
費
支
援
は
や
め
る
。

13　

１
メ
ー
ト
ル
１
億
円
以
上
と
ば
く
大
な
事
業
費
が
か
か
っ
て
い
る
高
速
川
崎
縦
貫
道
路
の
整
備
工
事
は
、
現
在
の
１
期
ル
ー
ト
の
本

体
の
残
工
事
を
中
止
す
る
。
公
害
ま
き
散
ら
し
・
ま
ち
壊
し
の
現
行
の
２
期
ル
ー
ト
計
画
も
中
止
す
る
。
東
京
外
郭
環
状
道
路
と
の
一

体
化
で
も
、
ば
く
大
な
事
業
費
が
か
か
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
２
期
ル
ー
ト
の
計
画
自
体
を
中
止
す
る
。
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14　
『
臨
海
部
ビ
ジ
ョ
ン
』
で
打
ち
出
さ
れ
た
、
最
低
３
０
０
億
円
か
か
る
新
た
な
鉄
道
整
備
「
川
崎
ア
プ
ロ
ー
チ
線
」
計
画
は
、
住
民
犠

牲
の
ま
ち
こ
わ
し
と
な
り
、
住
民
ニ
ー
ズ
も
採
算
性
も
な
い
こ
と
か
ら
、
計
画
を
白
紙
撤
回
す
る
。

15　

公
共
事
業
へ
の
投
資
の
あ
り
方
を
、
市
民
生
活
に
関
係
な
く
地
域
経
済
が
循
環
し
な
い
現
在
の
臨
海
部
で
の
不
要
不
急
の
大
規
模
開

発
優
先
（
巨
大
な
橋
の
建
設
、
川
崎
港
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
拡
張
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
な
い
鉄
道
整
備
な
ど
）
で
は
な
く
、
市
民
の
願

い
に
応
え
て
地
元
建
設
業
者
の
仕
事
と
雇
用
が
増
え
、
地
域
経
済
が
循
環
す
る
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
、
老
朽
校
舎
の
改
築

な
ど
市
民
生
活
・
福
祉
型
投
資
優
先
に
抜
本
的
に
切
り
替
え
る
。

16　

総
合
計
画
に
つ
い
て
、
福
祉
切
り
捨
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
、
市
民
負
担
増
の
「
行
財
政
改
革
」
は
中
止
を
し
、
市
民
の
土
地
、

財
産
を
民
間
に
売
却
す
る
「
資
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
見
直
し
を
す
る
こ
と
。

17　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
跡
地
利
用
計
画
は
、
市
民
の
要
望
を
取
り
入
れ
た
計
画
に
し
て
、
扇
島
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
や
大
水
深
バ
ー
ス
な
ど
の
計
画

に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性
を
検
証
す
る
こ
と
。
Ｊ
Ｆ
Ｅ
に
は
、
撤
退
に
伴
う
費
用
、
雇
用
確
保
、
下
請
け
企
業
の
事
業
継
続
の
た
め

の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
よ
う
求
め
る
こ
と
。

第
十
五
章　

憲
法
で
保
障
さ
れ
た
地
方
自
治
の
本
旨
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
「
住
民
自
治
」、「
団
体
自
治
」
を
実
現
す
る
市
政
運
営
を

　

憲
法
は
地
方
自
治
に
つ
い
て
第
八
章
（
第
92
条
〜
第
95
条
）
で
規
定
し
て
い
ま
す
。
明
治
憲
法
に
は
地
方
自
治
に
つ
い
て
何
ら
の
規
定

も
設
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
日
本
国
憲
法
は
特
に
一
章
を
設
け
、
そ
こ
に
四
ヵ
条
の
原
則
規
定
を
か
か
げ
て
、
法
律
を
も
っ
て

し
て
も
こ
れ
を
改
変
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
し
ま
し
た
。
憲
法
第
92
条
は
「
地
方
自
治
の
本
旨
」
と
い
う
言
葉
で
、
基
本
的
な
原

則
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
基
本
原
則
に
は
、「
住
民
自
治
の
原
則
」
と
「
団
体
自
治
の
原
則
」
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
日
本
国
憲
法
が
地

方
自
治
に
関
す
る
規
定
を
置
い
て
い
る
の
は
、
日
本
の
政
治
的
構
造
を
分
権
化
す
る
こ
と
で
、
住
民
の
基
本
的
人
権
を
守
る
自
治
体
が
、

国
の
暴
走
の
歯
止
め
と
な
り
、
日
本
が
二
度
と
侵
略
戦
争
を
起
こ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。
地
方
自
治
の
原
理

は
、
国
民
主
権
の
原
理
を
地
方
に
お
い
て
実
現
す
る
と
と
も
に
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
や
平
和
主
義
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
最
も
身

近
な
場
で
あ
る
自
治
体
の
存
在
を
保
障
す
る
も
の
で
す
。


